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⑵〈中学校の例〉
① ねらい・視点・配慮

人権課題 普遍的な課題「生命尊重」

ねらい 視 点 配 慮（教科等）

生命のすばらしさや尊
さを感じる豊かな心とと
もに、生命を大切にし、
愛護する心を持つ。

・生命の尊さを知るとともに、かけが
えのないものであることを理解する。

（知識）

・生命あるものすべてをかけがえのな
いものとして尊重し、それらに対す
る畏敬の念を持つ。 （態度）

・日々の様々な体験が「生きている証」であるこ
とを実感し、生きることの意味やよろこび、充
実感を自覚できるようにする。 （学活・道徳）

・自分の誕生や生育過程を家族から聞いてまとめ
たり、病気やけがの体験等から生命の尊さを理
解し、生命や健康を大切にしようという心情を
持たせる。

（総合・学活・道徳・保健・家庭科）

・身近な生物の観察や自然体験活動等を通じて、
生命の持つすばらしさを実際に目にし、それら
に対する畏敬の念を抱かせる。

（理科・総合・学行）

・動植物の観察や実験を通じて、身近な生命の存
在に気付かせ、生物を愛護する態度を身に付け
させる。 （理科）

・生物の生殖や遺伝、進化等の学習を通じて、生
命の連続性や多様性の理解を深め、生命を尊重
する態度を育てる。 （理科）

生命がかけがえのない
ものであるという理解の
上に立ち、自分の生命を
大切にするとともに、他
の生命も尊重し、守ろう
とする。

・生命の尊さを知るとともに、自分だ
けでなく、他の生命も大切であるこ
とを理解する。 （知識）

・自他の生命を尊重しながら、力強く
生きていこうとする態度を養う。

（態度）

・ロールプレイの手法により、自らの生命だけで
なく他者の生命も尊重する態度を育てる。

（学活）
【人権感覚育成プログラム２－③の活用】

・学習活動から、生命の誕生や生きる喜びと死の
悲しみ等、生きることの尊さに気付かせ、自他
の生命を尊重し、力強く生きていこうとする心
を育てる。 （総合・学活・道徳）

・生命を尊重する視点を持って、安全や心身の健
康の保持増進に努められるようにする。（保健）

・交通安全教室や避難訓練、疾病と傷害、薬物乱
用防止教育等の学習を通じて、命を大切にし、
守ろうとする態度を養う。（学行・学活・保健）

・学習資料等から、「生命」や「生きること」の
大切さを読み取り、自分の考えや行動に結びつ
けられるようにする。 （国語・道徳）

人間は地球や社会の中
で互いの生命を尊重し合
い、支え合いながら存在
していることに気付き、
自分もその中に生きる一
人であるという自覚を持
つ。

・自分の生活や成長には、周囲から多
くの支えがあることや、自分も他を
支えている一人であることを理解
する。 （知識）

・互いの生命を尊重し、支え合いなが
ら生きていこうとする態度を養う。

（態度）

・進路選択にあたって、今までの自分の生き方を
ふり返ることにより、自分を支えてくれた人々
の存在に気付き、感謝の念を持つとともに、今
後のより良い生き方に向けて意欲的に取り組め
るようにする。 （総合・学活・道徳）

・戦争と平和や飢餓等、地球の抱える問題の学習
を通じて、その中に生きる一人として解決の方
策を考えられるようにする。 （社会・総合）

　人権課題　　普遍的な課題「生命尊重」

(1)　ねらい・視点・配慮
２　中学校の例
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人権課題 子ども

ねらい 視 点 配 慮（教科等）

子どもの人権に
かかる現状(諸問
題)を認識し、子
どもの人権を守る
ための取組につい
て理解させる。

・いじめが、身近な人権問題であること
に気付き、重大な人権侵害に当たるこ
とを認識する。  (知識)

・不登校の原因として、いじめも要因に
なっていることを理解する。  (知識)

・児童虐待が自分にとって身近な問題で
あることとしてとらえ、虐待を防ぐた
めのスキルを高める。   (技能)

・非行や問題行動(薬物乱用)等、子ども
自身の人権に対する意識が十分に育成
されていないことが、人権軽視の行動
や犯罪を増加させる原因であることに
気付く。 (知識)

・平等権の学習を通して、いじめが基本的人権を損う
行為であることに気付かせる。  (社会)

・不登校の原因を考えることによって、子どもの学習
権を保障することの大切さを理解させる。

        (学活)(社会)
・児童虐待が子どもの人権侵害につながることを理解
させることによって、虐待の不当性に気付かせる。

   (総合)
【児童虐待防止指導実践事例集(H19.H20埼玉県教育
委員会)の活用】
・非行の現状や実態を考えることによって、子どもの
人権を守る意識を高めさせる。  (学活)

・薬物乱用の危険性について視聴覚教材等を活用する
ことによって、薬物から自他の健全な心身の発達を
守り、互いを大切にする態度を身に付けさせる。

   (保体)(学活)
・青少年健全育成条例の内容を学習することによっ
て、青少年が健全に育つ社会環境づくりに取り組ん
でいることを理解させる。  (社会)

他者の痛みや感
情を共感的に受容
できるための想像
力、感受性を身に
付け、差別や偏見
のない社会の実現
につとめようとす
る態度を養う。

・いじめられる人の立場に立って、相手
の痛みや心情がわかる想像力、感受性、
共感的な理解力を身に付ける。（技能）

・差別や偏見から起こる痛みを知り、人
として差別や偏見を許さない社会を築
こうとする態度を身に付ける。（態度）

・資料を通して、話し合うことによりいじめられる人
の痛みや心情を共感的に受容し想像させる。

（道徳）
・人として差別や偏見のない社会を築くには、どうし
たらよいか考えさせ、正義を重んじることの大切さ
に気付かせる。また、差別やいじめをなくすための
実践目標を立てさせる。 （道徳）

自他を尊重する
態度を養い、人格
の調和のとれた発
達を目指し自己の
成長を遂げようと
する積極的な態度
を育てる。

・自分の長所を認識し、それを伸ばそう
とする態度を養う。 (態度)

・相手の個性を尊重し、互いに認め合う
ことの大切さを理解する。  (知識)

・相互理解により望ましい人間関係を構
築する能力を養い、尊重し合える人権
感覚を身に付ける。  (技能)

・自分の長所についての考えを深めることによって、
自分を大切にする態度を身に付けさせる。

(学活)(道徳)
・自分にはない相手の長所を見出すことによって他者
を尊重することの大切さを理解させる。

    (学活)(道徳)
・ワークシートによる作業をすることによって、自他
を認め合う人権感覚を身に付けさせる。

(国語)(道徳)

国際的な子ども
の人権問題につい
ての動きについて
理解させる。

・貧困や政情不安に苦しむ子どもたちの
人権保障について考えを深めようとす
る態度を養う。  (態度)

・児童憲章等による国際的な規模での子
どもたちの人権を守ろうとする条約の
存在を知り、その趣旨を理解する。

    (知識)

・国際理解を深める学習を通して、世界の子どもたち
の生活の様子を知り、前向きにコミュニケーション
を図ろうとする態度を身に付けさせる。 (英語)

・「国連児童憲章」「児童の権利に関する条約」の内容
を把握することによって子どもの人権尊重の精神
について国際的な視野から理解できるようにする。

   (社会)(学活)
【人権感覚育成プログラム８－③の活用】

子どもが、社会
の一員として果た
すべき義務や責任
について理解させ
る。

・社会奉仕体験、自然体験等の活動を通
し、社会性や豊かな人間性を身に付け
る。  (技能)

・自ら判断し行動できる、主体的な生き
方をすることによって、集団の向上を
図り、互いに助け合い尊重する態度
を身に付ける。  (態度)

・自ら進んでボランティア活動等に参加することによ
って、社会生活の中で人権尊重の意識を備えられる
豊かな人間性を身に付けさせる。 (総合)

・家庭や地域の中で自分の果たすべき役割を自覚す
ることによって、家族や地域社会の一員として互
いが尊重できる生き方を身に付けさせる。 (家庭)

　人権課題　　　　子　ど　も
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人権課題 同和問題
ねらい 視 点 配 慮（教科等）

同和問題につい

て正しく理解する。

・同和問題の歴史的経緯を理解する。

（知識）

・偏見を助長し、差別を残した要因に

ついて、深く思考することができる。

（技能）

・歴史の教科書や資料集を使い、近世・近代を中心に

被差別部落の歴史的経緯を理解させる。

（社会）（学活）

・資料や写真等により、被差別部落の担った文化的・

経済的意義について理解させる。 （社会）（学活）

・話し合いを通して、人間の優越感等の感情が偏見差

別を助長したことに気付かせる。 （社会）（学活）

同和問題を共感

的に理解する。

・偏見や差別を受けた人々の痛みや心

情を想像できる。 （技能）

・偏見や差別に立ち向かった人々の人

間としての尊厳や正義、公正の姿勢

を共感的に理解できる。 （技能）

・ビデオや資料を使い現在も残る差別事例を取り上げ、

偏見差別を受けた人々の痛みや心情を想像させる。

（学活）（道徳）

・生徒の身近な問題を題材に、自分の内面にある優越

感やねたみ、無関心等の心情に気付かせる。

（学活）（道徳）

・｢水平社宣言｣やビデオ、文章資料を使い、偏見や差

別に立ち向かった先覚者の人間としての尊厳や正義、

公正な姿勢に共感させる。 （学活）（道徳）

同和問題を解決

しようとする態度

を養う。

・同和問題解決のための取り組みを知

り、課題解決への展望と意欲を持つ。

（態度）

・偏見や差別を許さず同和問題の解決

に自ら努力する態度を養う。（態度）

・改善された事例を紹介することによって、課題解決

への展望・意欲を持たせる。 （学活）（道徳）

・話し合い等によって、人任せでなく自分の行動が解

決に結びつくことに気付かせる。 （学活）（道徳）

・シナリオづくりや役割演技等により、この問題の解

決に積極的に努力する態度を身に付けさせる。

（学活）（道徳）

・講演会等により、この問題の解決への意欲や態度を

身に付けさせる。 （学活）（道徳）（総合）

様々な人権問題

を解決しようとす

る意欲を養う。

・差別をなくそうと努力してきた人た

ちが果たした意義について理解する。

（知識）

・様々な人権問題に共通し、解決のた

めに必要な視点に気付く。 （技能）

・自己の在り方について考えを深め、

様々な人権問題の解決に努力しよう

とする意欲を養う。 （態度）

・差別をなくそうと努力してきた人たちが様々な面で

果たした役割や意義を理解させる。

（社会）（学活）

・身近な事例を通して、様々な人権問題の解決には、

自分の意識の在り方が問題であることに気付かせる。

（学活）（道徳）（総合）

・奉仕・体験活動などを通して、自己の生き方や在り

方について、考えを深めさせる。 （学活）（総合）

　人権課題　　　　　同和問題
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   人権課題 外国人
ねらい 視  点 配 慮（教科等） 

外国人の持つ文

化を理解し、多様な

価値感や生き方を

知る。

・外国人のもつ文化、宗教、生活

習慣を知り、それぞれの文化の

特色を知る。    （知識）

・外国人と積極的にかかわり、異

文化を受け入れ尊重しようとす

る態度を身に付ける。 （態度）

・自国の文化を伝えるために自己

表現力や外国人とのコミュニケ

ーション能力を高める。    

（技能）

・インターネットを活用したり文献をもとに調

べたりし、それぞれの外国の文化を客観的に

とらえ、特徴を認め、文化を理解させる。 

                  （学活）

・外国人を招いたり、外国人の話を聞くことに

よって外国の文化を学んだり、異文化との交

流を体験させる。    （総合）

【人権感覚育成プログラム６－②の活用】

【人権感覚育成プログラム社会教育編 P88
「ちがいを認め合おう」の活用】

・外国語の会話力を高めるとともに、コミュニ

ケーション活動に積極的に参加し、相手の思

いや考えを理解し、自分の考えを的確に表現

する力を付けさせる。    （英語）（総合）

 外国人への人権

問題について主体

的に考えようとす

る態度を身に付け

る。

・国外の日本人や国内の外国人の

増加傾向を知り、その背景を理

解する。    （知識）

・差別や偏見のメカニズムを知り、

そのことによって起こる人権侵

害を理解する。    （知識）

・異なる生活習慣や文化によって

起きる社会的な課題を見つけよ

うとする態度を身に付ける。

            （態度）

・多文化社会における外国人の権

利の保障について考えを深めよ

うとする態度を養う。 （態度）

・歴史的経緯による在日韓国・朝鮮人をめぐる

課題を知る。また、経済における世界的なグ

ローバル化や南北問題等、日本と国際的な関

わりなどについて理解させる。   （社会）

・人種差別の問題や歴史上の重大な事件を取り

上げ、固定観念や偏見に気付かせ、それが差

別につながっていくことを理解させる。

 (国語）（社会）

・外国人の話を聞いたり、インターネットやビ

デオを利用し、文化や生活習慣の違いからく

る外国人への人権問題を考えようとする態度

を身に付けさせる。   （総合）

・外国人に対する法制度上の課題を探り、外国

人の権利保障や共生社会の課題を見つけよう

とする態度を身に付けさせる。   （総合）

異なった文化を

持った人々と共に

生きようとする積

極的な態度を身に

付ける。

・自己の理解を深め、お互いの立

場を尊重し肯定的に理解する。

            （知識）

・異なった文化を持つ人々への差

別や偏見によって起こる痛みや

思いを知り、人として差別や偏

見を許さない社会を築こうとす

る態度を養う。    （態度）

・どの国の人も同じ人間であると

いう理念に基づき、公正、公平

に接しようとする態度を身に付

ける。        （態度）

・国際人として自覚し、共生社会

の実現を目指し行動できる態度

を身に付ける。    （態度）

・資料により在日外国人が本名で生きることの

意義等を理解し、人として自他を尊重し、共

に生きる社会を実現する方向性を考える。

                  （道徳）

・資料やビデオにより、慣れない異文化の日本

で暮らす人々の心情を共感的に理解させ、外

国人に対する差別や偏見に立ち向かう強い心

を身に付けさせる。     （道徳）（学活）

【人権感覚育成プログラム６－③の活用】

・青年海外協力隊等の国際貢献に携わった人の

経験を聞いたり、手記を読んだりし、国際化

の社会に生きる人として人類の福祉に貢献し

ようとする心情を養う。  （道徳）（学活）

・地域の外国人と積極的に交流する機会や場を

つくり、共に生きていこうとする態度を身に

付けさせる。 （総合）

　人権課題　　　　外　国　人
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人権課題 その他の課題「ハンセン病患者等、HIV感染者等、拉致問題」
ねらい 視 点 配 慮（教科等）

ハンセン病について正
しく理解する。

ハンセン病患者等の心
情を共感的に理解する。

ハンセン病患者等の人
権問題に関心を持ち、共
に生きていく社会を築こ
うとする態度を養う。

・ハンセン病について科学的に正しい
知識を学ぶとともに、ハンセン病の
歴史的背景、患者等への差別や偏見
の実態を正しく理解する。

（知識）

・偏見や差別の中で生きてきたハンセ
ン病患者等の痛みや心情を想像でき
る。 （技能）

・現在も誤解や無理解があることを理
解させ、差別や偏見をなくし、共存
共生社会を自ら築こうとする態度を
養う。 （態度）

・厚生労働省の資料を利用し、感染力が弱く、発
病率が低いこと、完治する病気であることを理
解させる。 （社会、保体、総合）

・国の施策によって隔離された事実に注目させ、
重大な人権侵害が起こったことに気付かせる。

（社会、学活）

・ハンセン病患者等の手記や、講演会等の活動に
よって、患者等の痛みや心情を想像させる。

（国語、総合）

・話し合い活動によって、自分たちに何ができる
かを考えさせる。 （学活）

・交流活動や体験活動に参加することによって、
実践的な態度を身に付けさせる。 （総合）

HIV/AIDS等について正
しく理解する。

HIV感染者、AIDS患者等
の心情を共感的に理解す
る。

HIV等感染症について身
近な問題としてとらえ、
主体的に考えようとする
態度を身に付ける。

すべての人と共に生き
ていく社会を築こうとす
る態度を身に付ける。

・感染経路や病状について科学的に理
解する。 （知識）

・HIV感染者やAIDS患者等の苦しみや思
い・願いを想像し、命の尊さ、生き
ることの素晴らしさに共感できる。

（技能）

・HIV等感染症についての理解不足が感
染を広げていることに気付くことが
できる。 （知識・技能）

・感染者に対する不合理な差別や偏見
が存在することを認識する。  （知識）

・感染の予防方法を知り、予防してい
こうとする態度を身に付ける。

（知識・態度）

・差別や偏見をなくし、共生を目指し
て自分にできることは何かを考え、
積極的に実践しようとする態度を身
に付ける。 （技能・態度）

・HIVやウィルス性肝炎等感染症の病状や様々な
感染経路について正しく理解する。（保体）

【人権学習教材〈小学校編〉「こころ」H19の活用】
・感染者、患者等の手記により、病気の苦しみと
偏見や差別からくる苦しみに共感させる。

（学活、道徳）
・感染者の勇気や生き方に学び自分の生き方や人
との関わりについて考えさせる。（学活、道徳）

・薬害問題やHIVに関する世界的動向や、日本の
現状（性感染が主、先進国で唯一増加傾向）を
知り、身近な問題としてとらえなければならな
いことに気付かせる。 （保体）

・病気に対する偏見や差別がくり返されてきたこ
とを知り、過去の誤った報道や無理解からくる
差別や偏見について理解させる。 （学活）

・予防方法を正しく理解するとともに、世界エイ
ズデー等の予防キャンペーン等に積極的に関わ
っていこうとする態度を身に付けさせる。

（保体、学活）

・身近に感染者・患者がいることを想定し、ロー
ルプレイなどを実施することにより、共生社会
を目指そうという技能を身に付けさせる。

（学活）
・レッドリボンの運動など、その活動内容や支援
について理解すると共に、支えていこうとする
態度を身に付けさせる。 （社会・総合）

拉致問題とは、どのよ
うな人権侵害であるかを
理解するとともに、拉致
被害者やその家族の立場
に立って、自分の問題と
してとらえることで人権
尊重の意識を育てる。

・拉致被害者や被害者家族の心の痛みに
共感させるとともに、拉致問題に関心
を持つ。 （関心・意欲）

・拉致問題の不合理性及び実態を理解
する。 （知識）

・内閣官房拉致問題対策本部が作成した「北朝鮮
による日本人拉致問題啓発アニメ『めぐみ』｣
などの資料を活用し、拉致被害者や家族の気持
ちに共感させる。（道徳、社会）

・拉致被害者が奪われた人権にはどんなものがあ
るかを「子ども権利条約カード」を参考に考え
る。（道徳、社会）

【「人権教育指導の手引～アニメ『めぐみ』の活
用について」の活用】

　人権課題　　その他の課題「ハンセン病患者等、HIV感染者等、拉致問題」
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①　卒業文集最後の二行　３年・道徳（子ども）
第３学年　道徳学習指導案

(2)　指導例
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４ ねらい

正義を重んじ、誰に対しても公正公平に接し、差別や偏見のない社会の実現につとめる態度を養う。

５ 人権教育上のねらい（子ども）

他者の痛みや感情を共感的に受容できるための想像力、感受性を身に付け、差別や偏見のない社会の

実現に努めようとする態度を養う。

６ 人権教育上の視点

⑴ いじめが、身近な人権問題であることに気付き、重大な人権侵害にあたることを認識する。（知識）

⑵

⑴

⑵

いじめられた当事者の立場に立って、被害者の痛みや心情が分かる想像力、感受性、共感的な理解力

を身に付ける。 （技能）

⑶ 差別や偏見から起こるいじめる側いじめられる側の痛みを知り、公平な態度や思いやりの心を持っ

て相手の立場を考え、人として差別や偏見を許さない社会を築こうとする態度を身に付ける。（態度）

７ 展開

事前指導

人権作文を書き、生活をふり返らせる。

本時の展開 ◎人権教育上の配慮

段階 学習活動・主な発問 予想される生徒の反応 指導上の留意点 ☆は評価

導

入

１ 本時の課題を持たせ、

資料への関心を高める

ために人権作文を紹介

し、いじめが重大な人

権侵害であることを知

る。

・人権作文から、自分たち

の中学校生活をふり返

り、クラスの仲間の思い

や経験を知り、同じよう

な思いを共有してしてい

ることを知るとともに、

身近な差別やいじめにつ

いて考えていこうとする

意欲を持つ。

・人権作文からいじめられた生徒の思いや

経験を共有し豊かな心情を揺さぶる動機

付けとしたい。

・実態を紹介することで、いじめを受けた

ことのある生徒が辛い思いをしないよう

に配慮する。

・一人一人の思いや経験から、共感的な授

業の雰囲気づくりを心がける。

◎人権作文から、いじめが身近な人権問題

であることに気付かせる。

☆いじめが重大な人権侵害に当たることを

認識できたか。

展

開

２ 本時の資料について

知る。

３ 資料「卒業文集最後

の二行」の範読を聞く。

４ 心に残った場面や話

し合いたい場所を発表

する。

５ 話し合う。

○Ｔ子さんをけなしてい

るときの主人公（筆者）

は、どんな気持ちだっ

たのだろうか。

・心に残った場面や話し合

いたい場所に印をしなが

ら聞く。

・おもしろがっていた。

・軽い気持ちでからかった。

・相手の気持ちを考えず調

子に乗っていた。

・何にも考えずに思ったこ

とをそのまま口にしてい

る。

・周りの友だちの手前、そ

うせずにはいられなかっ

た。

・登場人物、条件状況を整理し、話題をつ

かみやすくする。

・生徒の表情を見ながら話題をつかめるよ

うに範読する。

・生徒の意見を大切にしながら柱立てを行

う。

・相手の気持ちや状況を考えなかった、軽

はずみで自己中心的な主人公（筆者）の

気持ちをとらえさせる。

・他者と自分を比較し、優越感を感じたり、

他者を否定することで自己の存在感を得

ようとする人間の醜さをとらえさせる。
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展

開

２ 本時の資料について

知る。

３ 資料「卒業文集最後

の二行」の範読を聞く。

４ 心に残った場面や話

し合いたい場所を発表

する

５ 話し合う。

○Ｔ子さんをけなしてい

るときの主人公（筆者）

は、どんな気持ちだっ

たのだろうか。

○けなされたＴ子さんは、

・心に残った場面や話し合

いたい場所に印をしなが

ら聞く。

・おもしろがっていた。

・軽い気持ちでからかった。

・相手の気持ちを考えず調

子に乗っていた。

・何にも考えずに思ったこ

とをそのまま口にしてい

る。

・周りの友達の手前、そう

せずにはいられなかっ

た。

・服装や家庭、成績などか

ら自分の方が上だと思っ

た。

・なぜ私だけ言われなけれ

・登場人物、条件状況を整理し、話題をつ

かみやすくする。

・生徒の表情を見ながら話題をつかめるよ

うに範読する。

・生徒の意見を大切にしながら柱立てを行

う。

・相手の気持ちや状況を考えなかった、軽

はずみで自己中心的な主人公（筆者）の

気持ちをとらえさせる。

・他者と自分を比較し、優越感を感じたり、

他者を否定することで自己の存在感を得

ようとする人間の醜さをとらえさせる。

・主人公たちの心ない自分勝手な考えが、

どんな気持ちでいたの

だろうか。

○自分がカンニングをし

たのに、Ｔ子さんを責

めているときの主人公

（筆者）はどのような

気持ちだったのだろう

か。

○どうして人間は悪いこ

とだと思っていても、

人を差別したり、いじ

めをしたりしてしまう

んだろう。 

○いじめや差別をしない

ようにするためには、

どうしたらよいのでし

ょう。

○卒業文集最後の二行か

ら、主人公はどんなこ

とに気付いたのだろう

か。

ばならないのか。

・自分の家庭環境を憎む気

持ち。

・死にたいなどやりきれな

い気持ち。

・自分のカンニングを周り

に隠すため。

・いつも通りでないとへん

だと思われるから。

・友だちにつられて言って

 しまった。

・本当は悪いのは自分だ。

・自分たちと違うという

意識があるから。

・人よりも優位に立ちたい

と思う心があるから。

・自分も差別しないと今度

は自分が差別されてしま

うから。

・人を外見だけで判断しな

い。

・人間としてしてはいけな

いことは、絶対にしない。

・周りがしても自分はしな

いと言う強い心をもつ。

・調子に乗らない。流され

ない。

・Ｔ子さんがどんなに辛か

ったかわかった。

・なんというひどい仕打ち

をしてしまったのか。

・人間として恥ずかしい。

・ごめんなさい。誤りたい。

・取り返しのつかないこと

をした。

・後悔してもしきれない思

い。

・こんなにつらい思いをし

・Ｔ子さんを深く傷つけていることに気付

かせる。

◎Ｔ子さんの痛みや心情を共感的に受容し、

想像させることを通し、いじめの残酷さ

と非情さを感じ取らせる。

☆相手の気持ちや状況を考えない主人公の

自己中心的な気持ちをとらえるとともに、

いじめられる側の心の痛みを共感的に理

解できたか。

・主人公の心の中の葛藤（Ｔ子さんを責め

る態度と謝りたい思い）にも着目させる。

・心の中に葛藤はあるものの、悪いことを

していると気付いているものの、Ｔ子さ

んを責めてしまった主人公の心の醜さを

とらえさせる。

◎人間の心の中に巣くう「業」（醜い本性に

根ざす部分）があることを押さえた上で、

人として差別や偏見のない社会を築くに

は、どうしたらよいか考えさせる。

☆正義を重んじる断固たる姿勢が、差別や

偏見を許さない社会をつくることに気付

くことができる。

・Ｔ子さんの友だちが欲しい、いじめられ 

 たくないという気持ちを深く考えさせる。

・Ｔ子さんの心の痛みに気付き、心ない行

為を反省する主人公の気持ちをとらえさ

せる。

・自分の非人間的な言動に対する後悔と人

間らしく生きる意義について気付かせる。

 ○筆者のその後を知る

ていることに気付かなか

った。

・Ｔ子さんの置かれている

状況に気付けなかった。

・許してもらえるようなこ

とではなかった。

 「卒業文集最後の二行」は、東京の大学で講師をしている、一戸冬彦さんが、青森県の小学

校時代の体験を、４７歳になって書いたものであり、複数の道徳副読本に採用されている。そ
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の後、一戸さんは、謝罪をしたいと考え、いじめたＴ子さんの消息を、中学、高校の同級生に

尋ねて回った。しかし、わからなかった。その後、この物語を知った弁護士から、「探しまし

ょう」との申し出があったが、手がかりがなく謝罪は今も果たせないままだという。

終

末

６人権作文から自分たち

の身の周りにもいじめ

や差別があることを思

い出し、今日の授業を

終えて、これからどの

ように生活したいか考

えを書いて発表する。

・自分の考えをまとめるこ

とで、自分自身を深く見

つめる。

・いじめや差別を無くすための実践目標を

持たせる。

・自己中心的な考えから脱却し、不正を憎

み、不当な言動を断固否定する意欲を持

たせる。

☆人として差別や偏見を許さない社会を築

こうとする態度を身に付けている。

 (3)事後指導

 ・道徳ノートや生活ノートに感想を書き、差別や偏見をなくそうとする意欲を高める。

 ・学級通信に感想をのせ、人権尊重の意識を高める。

８ 評価

・いじめや差別の問題について自分自身の問題としてとらえられたか。

・正義を重んじ、誰に対しても公正公平に接し、差別や偏見のない社会の実現に努める態度を育て  

ることができたか。

○筆者のその後を知る
・許してもらえるようなこ

とではなかった。

「卒業文集最後の二行」は、東京の大学で講師をしている、一戸冬彦さんが、青森県の小学

校時代の体験を、４７歳になって書いたものであり、複数の道徳副読本に採用されている。そ
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い
う
こ
と
に
な
る
。

　

私
は
弱
者
で
あ
っ
た
。
勇
気
が
な
か
っ
た
。
卑
劣
な
人
間
だ
っ
た
。
Ｔ
子

さ
ん
は
私
が
カ
ン
ニ
ン
グ
を
し
た
こ
と
を
知
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
、
Ｔ
子
さ
ん
は
皮
肉
な
ど
カ
ケ
ラ
も
な
く
、

　
「
さ
す
が
イ
チ
ノ
ヘ
さ
ん
ね
。
お
め
で
と
う
」

微
笑
を
も
っ
て
心
か
ら
言
っ
て
く
れ
た
の
だ
。
そ
れ
に
対
し
て
私
は
、

「
問
題
が
や
さ
し
か
っ
た
か
ら
な
」

と
、
臆
す
る
と
こ
ろ
も
な
く
当
然
の
よ
う
に
応
え
た
。
さ
ら
に
、
そ
ん
な
Ｔ

子
さ
ん
に
、
ひ
ど
い
追
い
打
ち
が
待
っ
て
い
た
。
授
業
の
あ
と
、
Ｔ
子
さ
ん

の
答
案
用
紙
を
例
の
悪
童
ど
も
が
見
て
、

　
「
イ
チ
ノ
ヘ
の
答
え
を
見
で
書
い
た
ん
だ
ろ
う
」

　
「
お
ま
え
が
九
十
八
点
も
取
れ
る
わ
け
が
ね
え
よ
」

　
「
カ
ン
ニ
ン
グ
し
て
ま
で
、
い
い
点
数
を
取
り
た
か
っ
た
の
か
？
」

　

と
、
口
を
き
わ
め
て
彼
女
に
中
傷
の
矢
を
浴
び
せ
た
。
さ
す
が
の
私
も
こ

の
と
き
は
こ
の
中
傷
に
加
わ
れ
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
連
中
が
あ
ま
り
騒
ぎ
た
て
、
Ｔ
子
さ
ん
を
責
め
て
い
る
の
を

聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
私
の
心
の
中
の
う
し
ろ
め
た
さ
が
消
え
、
逆
に
連
中

の
尻
馬
に
乗
る
発
言
を
し
て
し
ま
っ
た
。

　
「
や
っ
ぱ
り
、
お
め
え
は
私
の
答
え
を
見
だ
ん
だ
ろ
う
。
見
だ
に
決
ま
っ
て

る
。
ず
る
い
と
思
わ
ね
え
の
か
」

す
る
と
、
Ｔ
子
さ
ん
は
泣
き
声
で
、

　
「
私
は
イ
チ
ノ
ヘ
さ
ん
の
答
え
は
見
で
い
ま
せ
ん
。
着
て
る
も
の
や
髪
は
き

た
ね
え
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
心
は
き
た
な
ぐ
ね
え
で
す
」

　

と
、
机
に
顔
を
伏
せ
た
あ
と
、

　
「
私
を
ど
こ
ま
で
い
じ
め
れ
ば
、
み
な
さ
ん
は
気
が
す
む
の
！
」

　

叫
び
な
が
ら
石
炭
小
屋
の
あ
る
ほ
う
へ
走
っ
て
行
っ
た
。
Ｔ
子
さ
ん
の
初

め
て
の
泣
い
た
り
叫
ん
だ
り
、
そ
の
場
か
ら
逃
げ
出
し
た
り
の
言
動
に
、
悪

童
ど
も
は
言
葉
を
失
っ
た
。
私
は
彼
女
の
あ
と
を
追
い
駆
け
て
、
土
下
座
し

て
謝
り
た
い
衝
動
に
駆
ら
れ
た
が
、
そ
の
度
胸
も
勇
気
も
瞬
時
に
し
て
吹
っ

飛
び
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
連
中
を
前
に
、

　
「
ほ
ん
と
の
ご
と
を
言
わ
れ
た
ん
で
、
あ
れ
ほ
ど
怒
っ
た
ん
だ
。
私
の
答
え

を
見
で
、め
ぐ
せ
え(

恥
ず
か
い
、)

ど
思
わ
ね
え
の
か
な
」と
、胸
を
反
ら
せ
た
。

　

石
炭
小
屋
か
ら
戻
っ
て
来
た
Ｔ
子
さ
ん
は
、
涙
こ
そ
ぬ
ぐ
い
収
め
ら
れ
て

い
た
が
、
眼
を
兎
の
よ
う
に
充
血
さ
せ
、
ま
ぶ
た
を
厚
く
腫
れ
さ
せ
て
い
た
。

　

・
・
・
や
が
て
、
卒
業
式
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
は
と
う
と
う
Ｔ

子
さ
ん
に
謝
ら
ず
じ
ま
い
で
終
わ
っ
た
。
だ
が
、
式
の
日
に
配
ら
れ
た
「
卒

業
文
集
」
を
そ
の
日
の
夜
に
家
で
読
み
、私
は
枕
を
ぬ
れ
に
ぬ
ら
し
て
し
ま
っ

た
。
Ｔ
子
さ
ん
の
作
文
の
、
特
に
最
後
の
二
行
が
私
の
涙
腺
を
果
て
も
な
く

ゆ
る
め
た
の
だ
。

　
『
・
・
・
わ
た
し
が
い
ま
一
番
欲
し
い
の
は
母
で
も
な
く
、
本
当
の
お
友
達

で
す
。
そ
し
て
、
き
れ
い
な
お
洋
服
で
す
』

　

こ
の
二
行
に
、
Ｔ
子
さ
ん
の
思
い
の
す
べ
て
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
・
・
。

そ
の
理
由
は
、
あ
ら
た
め
て
書
く
ま
で
も
な
い
し
、
書
く
必
要
も
あ
る
ま
い
。

あ
ま
り
に
切
な
く
、
つ
ら
く
、
悲
し
す
ぎ
る
・
・
・
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
私
は
ず
い
ぶ
ん
と
Ｔ
子
さ
ん
に
ひ
ど
い
仕
打
ち
を
し
つ

づ
け
た
も
の
だ
。
謝
罪
し
て
も
謝
罪
し
尽
く
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
許
し
を

乞
う
て
も
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
三
十
年
余
が
す
ぎ
た
い
ま
で
も
、
Ｔ

子
さ
ん
へ
の
罪
業
を
思
い
出
す
た
び
に
忍
び
泣
い
て
し
ま
う
私
で
あ
る
。

　

あ
の
「
卒
業
文
集
」
の
最
後
の
二
行
は
、
大
き
な
衝
撃
だ
っ
た
。
大
い
な

る
悔
い
を
与
え
て
く
れ
た
。
あ
の
二
行
を
読
ま
な
か
っ
た
な
ら
、
現
在
の
私

は
ど
う
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

        （「
中
学
生
の
道
徳
３
自
分
を
の
ば
す
」
暁
教
育
図
書
）
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資
料
「
卒
業
文
集
最
後
の
二
行
」　　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
「
思
い
出
と
な
れ
ば
、
み
な
懐
か
し
く
美
し
い
」
と
俗
に
い
わ
れ
る
が
、

そ
れ
は
過
去
を
美
化
し
て
い
る
か
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
風
化
し
て
く
れ

る
の
を
い
い
こ
と
に
、
つ
ら
い
体
験
や
苦
い
思
い
出
を
忘
れ
よ
う
と
「
努
力
」

し
て
い
る
に
す
ぎ
ま
い
、
と
私
は
勝
手
に
解
釈
し
て
い
る
。
生
来
、
気
位
が

高
く
、
不
遜
き
わ
ま
り
な
い
性
格
の
私
だ
が
、
こ
ん
な
私
で
も
こ
の
場
を
借

り
て
懺
悔
し
た
い
、
い
や
、
せ
ず
に
い
ら
れ
な
い
出
来
事
が
あ
る
。
深
い
深

い
後
悔
。
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
心
の
傷
だ
。
時
は
、
小
学
校
時
代
に
さ
か

の
ぼ
る
。

　

同
級
生
に
Ｔ
子
さ
ん
と
い
う
女
の
子
が
い
た
。
彼
女
は
早
く
し
て
お
母
さ

ん
を
亡
く
し
、
二
人
の
弟
さ
ん
の
面
倒
も
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
お

父
さ
ん
は
魚
の
行
商
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
Ｔ
子
さ
ん
は
母
親
が
わ
り
と
い
っ

て
い
い
。
し
か
も
、
お
父
さ
ん
の
仕
事
が
あ
ま
り
芳
し
く
な
い
よ
う
で
、
経

済
的
に
も
恵
ま
れ
ず
、
そ
の
こ
ろ
の
時
代
に
し
て
も
彼
女
の
服
装
は
み
す
ぼ

ら
し
い
と
い
う
よ
り
、
正
直
い
っ
て
汚
か
っ
た
。
い
ま
に
し
て
思
え
ば
、
経

済
面
か
ら
も
そ
う
で
あ
ろ
う
が
、
母
親
が
わ
り
と
い
う
生
活
環
境
か
ら
、
自

分
の
身
の
ま
わ
り
を
か
ま
っ
て
い
る
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
Ｔ
子
さ
ん
が
、
六
年
生
の
と
き
私
の
隣
の
席
に
な
っ
た
。
加
え
て
、

運
の
悪
い
こ
と
に
彼
女
よ
り
ち
よ
っ
と
ば
か
り
成
績
が
よ
く
（
も
っ
と
も
Ｔ

子
さ
ん
も
上
位
の
成
績
だ
っ
た
）、
金
銭
的
に
も
幾
分
恵
ま
れ
た
生
徒
た
ち
が

彼
女
の
席
を
取
り
囲
む
か
た
ち
と
な
っ
た
。
生
意
気
で
口
の
悪
い
私
は
、
先

頭
に
立
っ
て
Ｔ
子
さ
ん
を
け
な
し
た
。

　
「
き
た
ね
え
か
ら
、
も
っ
と
離
れ
ろ
」

　

こ
の
私
の
言
葉
に
悪
童
た
ち
は
、
さ
ら
に
は
や
し
た
て
た
。

　
「
く
さ
い
が
ら
、
だ
れ
も
Ｔ
子
に
近
づ
く
な
じ
ゃ
」

　
「
毎
日
風
呂
さ
入
っ
て
頭
を
洗
っ
て
来
い
よ
」

　

こ
う
し
た
嫌
が
ら
せ
に
も
、
Ｔ
子
さ
ん
は
泣
き
も
せ
ず
に
じ
っ
と
堪
え
た
。

頬
を
高
潮
さ
せ
な
が
ら
も
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
、
涙
を
見
せ
も
し
な
か
っ
た
。

泣
い
た
り
涙
を
見
せ
た
り
す
る
と
、
わ
れ
わ
れ
に
も
っ
と
バ
カ
に
さ
れ
、
い

じ
め
ら
れ
る
と
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
Ｔ
子
さ
ん
は
、
担
任
に
一

度
も
そ
の
こ
と
を
言
わ
な
か
っ
た
。
担
任
の
Ｍ
先
生
は
校
内
で
も
屈
指
の
怖

い
先
生
な
の
で
あ
る
。
Ｍ
先
生
に
告
げ
れ
ば
わ
れ
わ
れ
は
こ
っ
ぴ
ど
く
叱
ら

れ
、
自
分
も
い
っ
そ
う
惨
め
に
な
る
と
考
え
た
の
で
は
な
い
か
。
卑
怯
な
わ

れ
わ
れ
は
、
Ｔ
子
さ
ん
が
担
任
に
言
わ
な
い
の
を
知
っ
て
、
さ
ら
に
口
汚
く

の
の
し
り
つ
づ
け
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
ク
ラ
ス
で
漢
字
の
小
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
た
。
問
題
用
紙

に
ど
う
し
て
も
か
け
な
い
漢
字
が
、
私
に
二
個
あ
っ
た
。
困
っ
た
私
が
隣
の

Ｔ
子
さ
ん
の
答
案
用
紙
を
チ
ラ
リ
と
盗
み
見
み
る
と
、
彼
女
は
ち
ゃ
ん
と
書

い
て
い
た
。
し
か
も
、
正
答
で
あ
る
。
そ
れ
ッ
と
ば
か
り
に
、
私
は
カ
ン
ニ

ン
グ
を
し
た
。

　

後
日
、
答
案
返
却
が
あ
り
、
そ
の
際
に
Ｍ
先
生
が
私
を
誉
め
て
く
れ
た
。

　
「
イ
チ
ノ
ヘ
、
よ
く
頑
張
っ
た
な
。
満
点
は
お
ま
え
一
人
だ
け
だ
ぞ
」

　

私
は
う
し
ろ
め
た
さ
を
少
し
だ
け
感
じ
た
だ
け
で
満
足
だ
っ
た
。
な
に
し

ろ
、
満
点
は
私
だ
け
な
の
だ
か
ら
。

　

だ
が
、
そ
の
後
に
渡
さ
れ
た
Ｔ
子
さ
ん
の
答
案
用
紙
を
見
て
、
私
は
愕
然

を
通
り
越
し
て
目
の
前
が
真
っ
白
に
な
り
、
同
時
に
真
っ
暗
に
な
っ
た
。
な

ん
と
、
Ｔ
子
さ
ん
は
一
個
だ
け
の
間
違
い
で
、
九
十
八
点
な
の
だ
、
私
が
カ

ン
ニ
ン
グ
を
し
な
け
れ
ば
、
Ｔ
子
さ
ん
は
満
点
で
は
な
い
が
最
高
得
点
者
と
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第２学年 社会科学習指導案

１ 単元名  第一次世界大戦とアジア・日本  

２ 単元について

    第一次世界大戦とその後の世界の動きや変化は我が国に大きな影響を与えた。世界平和と国際協 

調をうたう国際連盟が誕生し、日本も常任理事国として仲間入りをした。また、ロシア革命により、

世界最初の社会主義国家であるソビエト社会主義共和国連邦が成立する。また、ロシア革命や民族 

自決の動きに影響を受け、中国や朝鮮、インドなどで民族独立の運動が高まった。

  日本では政党政治の発展と普通選挙法の成立などにより、大正デモクラシーが唱えられ、自由主 

義の風潮が高まった時代である。デモクラシーの風潮の中で、民衆運動や労働運動、農民運動など 

の社会運動が活発になった。この時代に結成され、社会運動の中心となった主な団体としては、労 

働運動の日本労働総同盟、農民運動の日本農民組合、部落解放運動の全国水平社、女性運動の青鞜 

社などが有名である。全国水平社は被差別部落の人々が中心となり、自らの手で差別からの解放を 

めざす団体であり、部落差別の問題を解決するための新しい動きとして注目される。

  また人々の生活を見ると、西洋風の生活様式が流行し、新聞や週刊誌、映画やレコード、ラジオ 

放送などを中心とした大衆文化が発展し、学問や文芸にも新しい傾向が生まれている。

                                             

３ 単元の目標

⑴ 第一次世界大戦前後の国際情勢及び我が国の動きと、大戦後に国際平和への努力がなされたこ

とを理解させる。

⑵  本格的政党政治の展開や普通選挙法の実施などにより、大正デモクラシーの風潮が高まり、民

衆運動や労働運動など社会運動が高まりを見せる中で、部落解放運動や女性の社会的進出などの動

きも始まったことを理解させる。

４ 単元の指導計画

 ⑴ 第一次世界大戦とロシア革命

  ⑵ 国際協調の高まり

  ⑶ アジアの民族運動

  ⑷ 大正デモクラシー

  ⑸ 広がる社会運動

  ⑹ 部落差別からの解放を求めて（本時）

  ⑺ 都市化と大衆文化

５ 人権教育上のねらい（同和問題）

    同和問題について正しく共感的に理解し、同和問題を解決しようとする態度を養う。

６ 人権教育上の視点

⑴ 同和問題に関する歴史的な経緯や、差別を無くそうと努力してきた人たちが果たしてきた意義

について理解させる。（知識）

⑵ 偏見や差別に立ち向かった人々の人間としての尊厳や正義、公正の姿勢を共感的に理解できる。

（技能） 

７ 本時の学習指導

 ⑴ 目 標

  ・ 大正デモクラシーの時期に広がった社会運動の中で、部落解放運動を進めた「全国水平社」 

   に視点を当て、差別をなくそうと努力した人たちが果たした役割や意義を理解させる。

  ・ 同和問題に関する歴史的認識を深めるとともに、同和問題の解決に向けての意識を高める。 

②　第一次世界大戦とアジア・日本　２年・社会科（同和問題）
第２学年　社会科学習指導案
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ま

と

７ 本時のまとめ ○本時の学習内容をワークシ

 ートにまとめる。

・大正デモクラシーの風潮の中で、

 さまざまな社会運動が高まりを見

 せたことが現在につながっている

 ことを理解させる。

め
・同和問題は我々の考え方や行動の

 在り方で解決できるという明るい

 展望を持たせる。

８ 評価

⑴ 同和問題について正しく共感的に理解できたか。

⑵ 同和問題の解決に自ら努力しようとする態度が持てたか。    

※P29の留意事項を参考にして授業を実施する。
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ウ 少数派の気持ちは？ １年・学活（外国人）

第１学年○組 学級活動学習指導案

【人権感覚育成プログラム６－③の活用】

１ 題材（テーマ）／「少数派の気持ちは？」＜多様性の尊重・共生＞ 内容：⑵―オ

～文化の多様性を尊重し、積極的に共生する精神と態度をはぐくむ学級活動～

２ 本テーマ設定の理由

生徒は、ともすると自分とは異なる価値観や文化に出会ったとき、それらを理解せず、排除しよ

うとしたり、避けようとしたりする傾向が見られる。そのために、様々な面で異なる人々と相互に

理解し合い、尊重し合い、共に学び、共に生きようとする態度を育てることが大切である。

そこで言葉が通じず、ルールが異なる状況下におかれた少数派の人々の立場を擬似体験させてみ

る。このことによって、言語や生活様式や文化の多様性を尊重し、平和的に共生することの必要性

や価値に気付かせ、それを実現しようとする態度を育むことができると考え、本テーマを設定した。

３ 本テーマにせまる評価

活動内容の評価規準を以下に示す。

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

学級や学年の課題

を自己の課題として

とらえ解決しようとし、

アクティビティーに

意欲的に取り組もう

としている。

課題解決に向け、擬似体

験で得た自分の気持ちや考

えを大切にし、他の生徒の

気持ちや考えを自分の考え

に取り入れ、深めようとし

ている。

アクティビティー

を通して、少数派の人

たちを理解し、共生す

るための配慮事項を

考え、実生活の中で生

かすことができる。

言語や生活様式等

文化の多様性を尊重

し、共に生きる道を見

出すことが、互いにと

って住みよい世界に

なることを理解する。

４ 人権教育上のねらい（外国人）

異なった文化を持った人々と共に生きようとする積極的な態度を身に付ける。

５ 人権教育上の視点

⑴ 自己の理解を深め、お互いの立場を尊重し肯定的に理解する。 （知識）

⑵ 異なった文化を持つ人々への差別や偏見によって起こる痛みや思いを知り、人として差別や偏

見を許さない社会を築こうとする態度を養う。 （態度）

６ 本時の学習活動

⑴ 題材名／「少数派の気持ちは？」 出典：人権感覚育成プログラム（県教育委員会作成）

⑵ 本時のねらい

言葉が通じないことやルールがわからないために生じる不安な気持ちを体験することを通し

て、文化の多様性を尊重し、積極的に共生する精神と態度を育成する。

③　少数派の気持ちは？　1年・学活（外国人）
第1学年　学級活動学習指導案
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⑶ 展開の過程（本時の授業に関連する事前・事後の指導と生徒の活動） 

① 道徳の時間において、自分及び全ての他者をかけがえのない人間として尊重し、ともに平

和に生きようとする実践意欲を培う。 

  ② 人権感覚育成プログラムを活用した体験活動および話し合い活動を行う。（本時） 

⑷ 本時の展開（評価規準 ○集団 ●個人 【 】主な評価の方法） ◎人権教育上の配慮 

学習内容 指導上の留意点 
具体的な評価 

規準と方法 
資料等 

活

動

の

開

始

１　 本時の課題の提示

・学級や学年でのこれ

までの生活をふり返

り、本時の学習課題

を確認する。 

２ アクティビティーの

説明

・アクティビティーを

進行する上で基本的

なルールを理解す

る。

・これまでの指導と関連づけながら本時の学

習課題を示す。 

◯教「今日のアクティビティーは無言で進めま

す。決して話してはいけません。質問があ

るときは手を挙げて発言してください。」

・ルールを丁寧に説明し、アクティビティー

が円滑に進行するようにする。

●意欲的な態度で授業
に参加している。

（関・意・態）

【教師の観察】

●説明を聞く態度が真

剣である。 （思・判）

【教師の観察】

＊本時の課

題を黒板

に掲示す

る。

活

動

の

展

開

３　アイスブレーキン

グ 

①ナンバーコール

・２人→３人→５人な

どを行い、最後に９

人一組を作る。

（※３６人学級の場合）

②バースデーチェーン

・６人一組

４　アクティビティー

①「バーンガ」（６人）

（※5～7人程度の

グループをつくる。）

・ゲームの説明

・練習ゲーム

・本番ゲーム

（１０分程度） 

◯教「一言もしゃべらず４月生まれから３月生

まれの順で並んでみてください。」

・活動を進めながら生徒の気持ちをほぐす。

・指示を明確にする。 

・静かに話しかけ、落ち着いた雰囲気を作り

出す。 

◯教「『バーンガ』をやってみましょう。」 

○グループ全員が約束

を守って行動してい

る。 （関・意・態）

【教師の観察】

＊ストップ

ウオッチ

を使用す

る。 

＊資料１、 

資料２、 

資料３を 

配付する。

◯教「入学時『友だちができるかな？』と不安を抱いていた人
は少なくなかったと思います。互いを尊重し、安心して生
活できる学級や学年にするために、皆さんは普段どのよう
なことを大切にして人間関係を築いているのでしょう？」

※日常、人間関係に不安を抱
いていたり、問題を抱えて
いたりする生徒がいる場
合、活動の様子を注意深く
見守るとともに、終了後も
「バーンガ」の体験を引き
ずることのないよう十分
に配慮する。

ア 基本ルール説明の用紙【資料１】を配付し、丁
寧に説明する。 

イ 各班にトランプを配り、班ごとに人数に合わせ
分配する。 

ウ 基本ルールに従って、言葉を交わしながら練習
ゲームを行うことで、ゲームの流れを確実に認識
させる。（※カードがなくなった者が１位。以下カ
ードが少ない順に順位をつける。）【資料２】 

エ 教師は班を回りながら、ルールがわかりにくい
生徒に個別に指導する。 

オ 本番ゲームに入る前に、「新しいルール」を各班
に示す。（※班ごとにルールを変える。）【資料３】

カ 「新しいルール」を確認後、１位だった生徒を
違う班に移動させる。 

キ 本番ゲームを取り組んでいる際、移動してきた
生徒と受け入れた生徒たちの表情を観察する。 
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活 

動 

の 

展 

開

 

５　ふり返り 

① 個人（ワークシート）

②集団（発表）

     

 

◯教「ゲームに取り組んでみて、どんな気持ち

になりましたか？」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯教「少数派の人たちを理解し、共に生活する

ためには、どんなことに配慮するべきでし

ょうか？」 

 

 

 

 

 

 

 

 

●自分の考えや感情を

ふり返る。

  　 　 （思・判）

●自分の考えや感情を

整理してまとめられ

る。   （技・表）

【ワークシートの内容】

○意見交換により多様

な気付きにふれ新た

な気付きを得る。

     （思・判）

【生徒の発言】

○発表を行い、相互の考

えを理解できる。

（技・表）

【発表の内容】

＊ワークシ

ートを活

用する。

【資料４】

＊アクティ

ビティー

の中で得

た生徒の

気付きを

板書する。

め
と
ま
の
動
活

 

 

６　本時のまとめ ・「バーンガ」はあくまでも擬似体験であり、

学級の生徒の人間関係とは全く無関係で

あることを知らせる。

・本時の生徒の活動を肯定的に評価し、次時

の学習に関する見通しを持たせる。

●話を聞く態度が真剣

である。（関・意・態）

【教師の観察】

 

⑸ 事後の指導 

 ・ワークシートを回収し、各生徒がどのような考えや感情を抱いていたか確認する。 

・学級通信に本時の取組で得た個々の考えや感情を掲載することで互いの考えにふれる機会を充

実させ、次時の学習に向けてさらに自分の考えを深めさせる。 

７ 評価

  ・グループ全員が約束を守って取り組めたか。

  ・自分の考えや感情をふり返ることができたか。

  ・意見交換により、異なった文化を持った人々と共に生きるための多様な考えにふれ、自分のこ

れからの生き方について考えることができたか。

  

８ その他の展開 

  ・本時の展開を２時間扱いとし、第１時に擬似体験ゲーム「バーンガ」を行い、第２時にふり返

りの話し合う展開もある。 

◎ゲームを通じて感じた、違った環境に置かれたこ
とへの戸惑いや不安は、普段の生活の中でもあり
得ることである。日本にいる外国人の不安におい
てはさらに強いものであることに気付かせ、その
上でどのような配慮が必要か自由に考えさせる。

・一人だけ他の人とかみ合っていない
感じがして焦った。 

 
・ルールを理解していない感じがして

変だなと思った。 
 
・入学した時やクラス替えの時などと

同じ気持ちだと思った。 
 
・日本から他国へ行った時に同じよう

な感じになると思った。
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資料３

 グループ毎の異なるルール（例）
※練習ゲーム後、各グループに切り取って配布し、黙読させる。その後、 

   本ゲーム前に基本ルール説明用紙と共に回収する。

「グループ毎の異なるルール」（例）

Ａ：出せるカード →同じマークか クローバー

◆

   カードの強さ →１３＜１２＜１１＜・・・＜Ａ＜ジョーカー

Ｂ：出せるカード →同じマークか ダイヤ

   カードの強さ →Ａ＜２＜３＜・・・・＜１３＜ジョーカー

Ｃ：出せるカード →同じマーク

   カードの強さ →１３＜１２＜１１＜・・・＜Ａ＜ジョーカー

Ｄ：出せるカード →同じマークか ハート

   カードの強さ →１３＜１２＜１１＜・・・＜Ａ＜ジョーカー

Ｅ：出せるカード →同じマーク

   カードの強さ →ジョーカー＜１３＜１２＜１１＜・・・＜Ａ

Ｆ：出せるカード →同じマークか スペード

   カードの強さ →Ａ＜２＜３＜・・・＜１３＜ジョーカー
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資料４

 ワークシート

ワークシート

  少数派の気持ちは？～「バーンガ」を体験して～

組  氏名            

☆自分に当てはまるものに○をつけましょう。

 他のグループに移った（  ）  他のグループを受け入れた（  ）

（１）他のグループはルールが違っていることに気がつきましたか？

      は い（  ）   いいえ（  ）

（２）他のグループに移って、ゲームをしているときの気持ちはどうでした

  か？

（３）他のグループからの人を受け入れて、ゲームをしているときの気持ち

  はどうでしたか？

（４）このゲームで、一番苦労した場面、意思が伝わらなかった場面はどん

  なときでしたか？

（５）このゲームで体験したような気持ちになるのは、実際の生活の中でど

  んな場面だと思いますか？
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   エ 人権と共生社会 ３年・社会科（拉致問題） 

 

第３学年○組 社会科学習指導案 

１ 単元名／「人権と共生社会」 （拉致問題について考えよう） 

 

２ 単元設定の理由  

拉致問題は人権課題の一つであり、拉致被害者やその家族が高齢化していることから

早期解決が望まれる問題である。拉致問題については、歴史的分野の「現代の日本と世

界」において教科書に記述があるが、具体的にどのような問題であるかは、十分に理解

できていないと考えられる。

そこで、公民的分野の「人権と共生社会」の単元において、様々な課題について学習

する際に、アニメ「めぐみ」を視聴し、拉致被害者やその家族の立場になって考えるこ

とで、自分の問題としてとらえさせ、人権尊重の意識を育てようと考え、本テーマを設

定した。

 

３ 単元の目標 

 様々な人権課題について、具体的な差別や人権侵害の実態を知り、差別をなくすため

にどんな努力が行われ，自分たちにできることは何かを考える。 

 

４ 人権教育上のねらい（その他・拉致問題） 

拉致問題とは、どのような人権侵害であるかを理解するとともに、拉致被害者やその

家族の立場に立って、自分の問題としてとらえることで人権尊重の意識を育てる。 

 

５ 人権教育上の視点 

⑴ 拉致被害者や被害者家族の心の痛みに共感させるとともに、拉致問題に関心を持つ。 

                                                        （関心･意欲） 

⑵ 拉致問題の不合理性及び実態を理解する。              （知識） 

                            

６ 本時の学習指導 

⑴ 本時のねらい 

拉致問題が人権課題の一つであることを理解し、拉致問題の実態を知ることを通し

て、基本的人権を尊重するという意識を高める。 

 

④　人権と共生社会　３年・社会科（拉致問題）
第３学年　社会科学習指導案
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⑵ 本時の展開 

                           ◎人権教育上の配慮 

学習内容・学習活動 指導上の留意点 資料等 

導 

入 
 

 

１ 平成１４年の小

泉首相の訪朝によ

り、拉致被害者が帰

国したことを復習

する。 

 

○ 歴史的事実の復習と拉致問題の現実を理

解させる。 

 

プリント「拉

致問題とは」

活

動

の

展

開

２ アニメ「めぐみ」を

視聴する。 

 

３ めぐみさんが奪わ

れた人権にはどんな

ものがあるかを考え、

ワークシートに記入

し、発表する。 

 

 

 

 

４ アニメ「めぐみ」を

視聴して、気付いたこ

と、わかったことをワ

ークシートに記入し、

発表する。

○ 横田めぐみさんについて、簡単な説明をする。 

 

 

◎ めぐみさんが奪われた人権にはどんなものが

あるかを「子どもの権利条約カード」を参考に

考え、ワークシートに記入させる。（例：身体の

自由、子どもが親と暮らす権利、教育を受ける

権利等） 

◎ 娘を救出するために、どのような行動をとった

かを発表させる。その際、政治的問題に深入り

しないよう配慮する。 

 

○ アニメ「めぐみ」を視聴して、気付いたこと、

わかったことをワークシートに記入させ、発表

させる。（例：拉致されるということは、様々な

人権を奪うことであり、著しい人権侵害である） 

 

拉致問題啓発

アニメ「めぐ

み」

ワークシート

子どもの権利

条約カード

め
と
ま

５ 今まで、学習した

様々な人権問題には、

それぞれ解決するた

めに国や地方公共団

体が様々な取組が行

われていることを理

解する。

○ 様々な人権問題は、許されるべきものではな

いこと、解決するために国や地方公共団体によ

り様々な取組がなされていることを理解させ

る。

７ 評価

・拉致問題について、具体的な人権侵害の実態を理解できたか。 

・拉致された人やその家族の立場になって考え、自分の問題としてとらえられたか。 

・拉致問題の実態を踏まえて、学習した感想を自分の言葉で表現できたか。 
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拉致問題とは？ 

 

１９７０年頃から８０年頃にかけて、北朝鮮による日本人拉致が

多発しました。現在、１７名が政府によって拉致被害者として認定

されています。 

平成１４年９月に小泉首相が北朝鮮に訪問した際、北朝鮮は日本

人拉致を認め、同年１０月に５人の被害者が帰国しましたが、他の

被害者については、まだ北朝鮮から納得のいく説明はありません。

日本政府は、拉致問題を重要な課題であると受けとめ、平成１８

年に「拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害問題への対処に関

する法律」を制定し、解決に向けて努力することが国及び地方公共

団体の責務としました。 

 また、文部科学省が主宰する平成２０年３月に発行した「人権教育

の指導方法等の在り方について［第三次とりまとめ］」において、

人権課題の一つとして取り上げられています。 

 毎年、１２月１０日から１６日までを北朝鮮人権侵害問題啓発週

間と定め、「拉致問題を考える集い」等の様々な活動を国や地方公

共団体が行っています。

（内閣府拉致問題対策本部ホームページを参考に作成）
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 資料 「子どもの権利条約カード」

 第１条 

 「１８歳以上になっていない 

 人を子どもとします」 

 第２条 

 「国の違い、性別、言葉、

 宗教、意見、障害、貧富 

 の差などで差別はされま 

 せん」 

 第３条 

 「子どもにとって最も良 

 いことは何かを第一に考 

 えなくてはなりません」 

 第４条 

 「国はこの条文に書かれた権 

 利を守らなければなりませ 

 ん」 

 第５条 

 「保護者は子どもの発達 

 に応じた適切な指導をし 

 なければなりません」 

 第６条 

 「全ての子どもは生きる 

 権利を持っています」 

 第７条 

 「子どもは、名前や国籍を持 

 ち、親を知り、親に育てても 

 らう権利を持っています」 

 第８条 

 「国は、子どもの名前や 

 国籍、家族の関係が奪わ 

 れないように守らなくて 

 はなりません」 

 第９条 

 「子どもは親と一緒に暮 

 らす権利を持っています」

 第10条 

 「親と離れて暮らしていると 

 きは、子どもはいつでも親と 

 連絡を取る権利を持っていま 

 す」 

 第11条 

 「国は子どもが無理やり国外へ

 出されたり、戻れなくなったり

 しないようにしなくてはなりま

 せん」 

 第12条 

 「自由に自分の意見を表 

 す権利を持っています」 

 第13条 

 「自由な方法で情報や考えを 

 伝える権利、知る権利を持っ 

 ています」 

 第14条 

 「思想・良心及び宗教の 

 自由についての権利を尊 

 重されます」 

 第15条 

 「他の人々と自由に集ま 

 って会を作ったり、参加 

 する権利を持っています」

 第16条 

 「人に知られたくないプライ 

 バシーや名誉は他人から守ら 

 れる権利を持っています」 

 第17条 

 「自分に役立つ情報を手に 

 入れることができます。  

 国はよくない情報から守ら 

 なくてはなりません」 

 第18条 

 「子どもを育てる責任は、

 まずその父母にあります。

 国はその手助けをします」

 第19条 

 「国は子どもへの虐待や放任 

 などを保護しなくてはなりま 

 せん」 

 第20条 

 「家庭を奪われている子 

 どもは国から守ってもら 

 うことができます」 

 第21条 

 「子どもを養子にする場 

 合は、国や公の機関だけ 

 が認めることができます」
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